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コラボレーションセンター長よりコメント

コラボレーション・センター長 坂 口 勝 幸
（学 生 部 長）

人はどこかに集まり、そこでは絡みが生まれます。大学を考えると、
集まるところはキャンパスであり、絡みは大学生活全般にわたります。
タイトルにある集う場は、キャンパス全体ではありますが、中核を

成しているのは江別キャンパスC館２階SPACE1～４とエントランス
（新札幌キャンパスは抽象的にキャンパス全体）です。そこが場所と
してのコラボレーション・センターです。
そして、そこでは人が絡みます。絡み＝広く交流であり、仲間との

語らいも含まれますが、実際には講義、ゼミナールや実習、サークル
などの学生諸活動が中心です。また、集う場所は、環境的にも機能的
にも使う人が快適である必要があります。施設設備が最も効果的に稼
働し、いつでも気持ちよく利用できるのが一番です。そのキーマンと
なるのがコラボレーション・スタッフ（以下 スタッフ）です。活動
の基本姿勢は、ピア（仲間・同輩）サポート（援助）であり、具体的
には、「学生による学生のためのサポート」と考えます。
最近、コラボレーション(collaboration)ということばを当たり前に耳

にします。本来は、「共に働く」「協力する」事を指し、合わせて
「協働」と考えるのが基本です。
つまり、スタッフが担っているのは学生の求めに寄り添い、既存の

施設設備を快適かつ機能的に活用できる環境整備、季節の移ろいを感
じ、潤いのある生活に寄与するための諸行事やイベントの企画、学生
の「これをやりたい！」を実現に向けるべく「学生発案プロジェク
ト」への支援と多岐に渡ります。まさに、スタッフと学生との絡みで
す。スタッフが忙しそうに動き回っていれば最高ですね。

集う場、そこで人は絡む



江別キャンパス
コラボレーションセンター施設紹介

各施設の利用時間は下記の通りです
平日８：３０～１８：３０
土曜８：３０～１２：３０

通路と一体化しているのが特徴です。

big padとデジタルサイネージ２台が
設置されており、big padでは各SPACE
の利用方法、デジタルサイネージでは
大学に関する情報を発信しています。
他にも、コラボレーションセンターの
イベントの場としても活用されており、
コラボの中でも一段と活気の溢れる場所
となっています。

iMacが15台設置されたPCルーム

です。学生が講義で提出するレポート
の作成を行ったり、事前・事後学習
などに利用されています。
パソコン以外の設備として、モノクロ
プリンタはもちろん、カラープリンタ
も設置されており、印刷するために
利用することもできます。

エントランス

SPACE１

「コラボレーションセンター」
略して、「コラボ」
と呼んでいます！



SPACE４

SPACE３

SPACE２ 誰でも簡単に予約・利用するこ

とのできるプロジェクト学習の場
です。
それ以外にもミーティングやイ

ンターンシップの説明会の開催に
も利用されています。
コラボカウンター（相談カウン
ター）では学生スタッフが常駐し
ており、学生目線からのピアサ
ポート・文房具の貸し出し・パソ
コンやコピー機のトラブル対応を
行っています。

グループ学習やアクティブラー

ニングなどに最適な場所です。
可動式の椅子・ホワイトボード

を使ってグループワークを行うこ
とができたり、電子黒板や書画カ
メラ等のマルチメディアを使って
アクティブラーニングをすること
ができます。

カフェをイメージした空間で、

講義の空き時間に立ち寄ることの
できる場所です。
多様なスタイルの椅子・テーブ

ルがあり、電源プラグも各テーブ
ルに設置されており使うことがで
きます！お菓子と軽食の自動販売
機があり、お菓子を食べながら勉
強したりと、毎日学生たちでにぎ
わっています。



新札幌キャンパス
コラボレーションカウンター紹介

2022年10月から
新札幌キャンパスに
コラボカウンターを開設
しました！
2階図書館内、入口入って
すぐ左手にあります！

コラボレーションセンター
では、使い捨てレンズの空
ケースを回収しています！
（江別キャンパスにも回収
ケースがあります！）
回収した空ケースはリサイ
クル製品として生まれ変わ
ります。皆様のご協力をお
待ちしております！

文房具の貸し出しや貸し出しパソコンの対応、
江別キャンパスと合同イベント開催等の活動を
行っております。活動場所や活動内容を広げ、
より多くの学生の力となれるように取り組んで
いきます。



コラボレーションスタッフの仕事紹介

●コラボ設備の点検
終業時に、各施設を確認し、
忘れ物がないか、パソコンの
電源の切り忘れがないかなど
を確認します。

●ピアサポート
学生が学生目線で学生に
対して行う支援活動を行って
います！

●学習サポート

●機器トラブル対応
等々

●備品の貸し出し
・水性マーカー
・色鉛筆
・蛍光ペン
・鉛筆
・消しゴム
・ホチキス 等々

●スタッフ名札
SPACE２のホワイトボードに
スタッフの詳細と活動内容を
記していますので、ご覧くだ
さい。ぜひ、お気軽にコラボ
スタッフご相談ください！

●スタッフウェア
これがスタッフの目印！！
見かけたら、ぜひ、声を掛けて
みてください！



全国大学ピアサポーター合同研修会
「ぴあのわ」

学生発案
プロジェクト

コラボレーションセンターでは「ピアサポート」という、

学生生活の質を向上させることを目的とした、学生による学生の
ための活動を行っています。

11月4日5日、ピアサポートを行う全国の大学の学生や教職員との
交流・研修を全国大学ピアサポーター合同研修会「ぴあのわ」が
開催され、学生スタッフも参加しました。ピアサポート活動を行う
上で必要になる知識や技術の学習や、各大学の活動を発表する
ポスターセッション、交流会などに参加し、多くの学びを得ました。
今後ピアサポート活動を充実させるためにはどのような取り組み

が必要になるのか、皆で話し合う貴重な経験になりました。

分科会やワークショップ、

ポスター発表による活動報
告を通して、他大学の学生
や教職員の方など多くの方
と交流を楽しみながら学習
することができました。

「学生発案プロジェクト」は、
大学生活でやってみたいこと・
日頃から考えているアイデアや、
熱い想いに、最高50万円を
支援する札幌学院大学の
プロジェクト支援事業です！
ぜひ、説明会への参加、企画の
応募お待ちしております‼

～プロジェクト採択までの流れ～

①規則に従い、期間内に応募準備

②プロジェクト計画を練り、

計画書を作成・提出

③プロジェクト審査会に参加し、

採択を目指す

④採択されれば最大50万円の支援を受け

活動できます！



目次
セラピードッグのお手伝い

大学祭

Collaboration Centerスタッフの業

務の一つに、セラピードッグのエース
君と学生のふれ合いイベントのお手伝
いがあります。
毎月、両キャンパスで開催されている
イベントですが、江別のお手伝いをさ
せていただきます。いつもたくさんの
学生や職員が癒されており、皆このイ
ベントを楽しみにしています。

2023年6月24日に江別キャンパス

で開催された大学祭「光耀祭」で
も、セラピードッグとふれ合いの
お手伝いをしました。当日は、卜
部先生の手作り商品の販売や会場
整備などを中心に行いました。
エース君のお友達もきていて、来
場者の方は、癒されていました。

ちなみに後ろの五月人形
もコラボ主催のイベント
の一つだよ
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2023年度のクリスマス企画は、

前年度同様、江別市野幌町にお
店を構える、「ノースライブ
コーヒー」さんにご協力いただ
き、クリスマスカフェを開催し
ました！
今回から新たにチーズケーキ

をメニュー追加し、前年度以上
に大盛況でした！
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12月25日に江別キャンパスで
「ビンゴ大会」を開催しました！
20名以上の方々が参加してくださり、
ビンゴになった際に声が上がるなど、
皆さん楽しそうに参加していただき、
企画を通して、クリスマスを楽しん
でいただけたと感じました。

12月25日に新札幌キャンパスで
「大抽選会」を開催しました！
80名以上の学生に参加していた
だき、普段コラボレーション
センターを利用しない方にも
知っていただく機会を作る
ことができました。
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コラボレーションセンターってなに？
コラボレーションセンターの様子が

わかる動画はこちら→

コラボレーションセンターの学生スタッフは、
何をしているの？
←学生スタッフの仕事についての動画はこちら

施設や設備は、学生・教員・職員問わず利用できるので、
ぜひ足を運んでみてください！！


